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退職に関わる手続きについて【概要】 

退職時には互助組合への手続きが必要です。 

「退職関係給付金等申請書」（様式第 15 号）に記入･押印の上，互助組合へ提出してくださ

い。 

この提出によって… 

1. 退職生業資金（掛金預り金）の給付，積立金預り金の還付 

2. 退職教職員互助制度（退教互）利用の有無 

の申請が完了します。 

手続きに必要な書類 

「退職関係給付金等申請書」（様式第 15 号） 

※ 記入例 

・ 満 51 歳以上かつ互助組合加入期間が 10 年以上で退職する方 ・・・ 記入例① 

・ 満 50 歳以下または互助組合加入期間が９年以下で退職する方 ・・・ 記入例② 

申請書の提出先 

〒892-0841 

鹿児島市照国町 11 番 35 号 

一般財団法人鹿児島県教職員互助組合 

提出時期 

退職が決まったら速やかに提出してください。（退職日以前でも提出できます。） 

また，退職教職員互助制度（退教互）利用は退職後２か月以内に申し出る必要があります。 

●書類提出から給付までのスケジュール〔年度末退職の場合〕 

提出時期 給付金等送金日 

～３月 31 日 ４月 26 日 

４月１日～４月 30 日 ５月 26 日 

５月１日～５月 31 日 ６月 26 日 

申請書を受理した日の属する月の翌月 26 日に登録口座へ送金します。（送金日が休日又は

金融機関休業日の場合は翌日となります。）  
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退職に関わる手続きについて【詳細】 

給付金及び還付金について 

「退職関係給付金等申請書」（様式第 15 号）の提出により，退職生業資金（掛金預り金）を給

付及び積立金預り金を還付します。 

給付金・還付金は合わせて登録口座へ送金します。（申請書を受付した日の属する月の翌月

に送金予定） 

●退職生業資金（掛金預り金） 

在職時，掛金（給料月額の 100 分の１）として納めた分を還付します。 

※ 2002(平成 14)年３月以前納入分・・・全額還付 

※ 2002(平成 14)年４月以降納入分・・・９割還付 

●積立金預り金 

在職時，積立金（月額 2,000 円）として納めた分を還付します。 

【参考】給付金・還付金の合計額例 

 勤続年数 35 年の場合：約 220 万円 

 勤続年数５年の場合：約 22 万円 

登録口座について 

現在互助組合に登録している口座へ，上記給付金及び還付金のほか，現職中に発生した医

療補助金を送金します。（医療補助金は医療機関受診の３～４か月後に給付が発生するた

め。） 

また，「退職教職員互助制度（退教互）」に加入する場合は，引き続き給付金受取口座として

利用しますので，登録口座は解約をしないようお願いします。 

登録口座の変更を希望する場合は，「口座登録変更申請書」（事様式第４号）に通帳の写しを

添えて，互助組合へ提出してください。 

※ 登録できる口座：九州労働金庫各支店，鹿児島銀行県庁支店，ゆうちょ銀行のいずれか 

貸付金未償還金について 

退職時に互助組合の貸付金の未償還金がある場合，県が支給する「退職手当」から控除しま

す。互助組合から県に控除を依頼しますので，手続きは不要です。 

退職生業資金・積立金預り金の合計額，登録口座及び貸付金未償還金の額は，１月下旬に

所属に個人宛てで送付しております「12 月末現在の残高状況」にて確認するか，互助組合へ

お問い合わせください。 
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退職教職員互助制度のご案内 

退職教職員互助制度（略して「退教互」。以下退教互という。）は，退職後の生活の安定と生き

がいの充実の一助を願い，相互扶助の理念に基づいて 1977(昭和 52)年３月に発足しました。 

退教互の医療補助金給付事業は，75 歳の誕生日の前日までと期限はありますが，退職後の

不安要素の一つである「医療費」の負担軽減がなされる教職員だけの制度です。その他にも，

広報誌の中で，同じ退教互組合員の現況に触れたり，保養施設事業を利用したりすることで

気分転換を図ることなどもできます。 

退職される皆様が，この「退教互」制度を十分に理解し，利用いただけるようご案内します。 

利用資格 

互助組合加入期間が 10 年以上かつ満 51 歳以上で退職する者 

利用方法 

「退職関係給付金等申請書」にて利用の意思表示を行ってください。  

※ 退職後２か月以内に申請してください。 

退会について 

満 75 歳の誕生日の前日で，自動的に退会となります。死亡の場合は，死亡日で退会となりま

す。 

満 75 歳の誕生月の前月に互助組合から退会案内を発送します。 

「退教互」の給付事業等 

 医療補助金の給付 

 障害見舞金の給付 

 死亡弔慰金の給付 

 宿泊利用補助金の給付 

 互助組合会館の駐車場・会議室の利用 

 会員証割引事業の利用 

 LINE 公式アカウントでの情報配信 

 その他，広報誌を年３回発行・送付 

「退教互」の給付事業について詳しくは６～10 ページをご確認ください 
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継続組合員番号 

現職中の組合員番号（職員番号）を継続組合員番号として使用します。 

拠出金の納入 

拠出金の額は，下表のとおりです。退職時に還付する「積立金預り金」から差し引きます。 

※ 拠出金は，退教互組合員への給付等の事業費に充てますので，退会時にお返しすること

はありません。 

退職時点の年齢 拠出金 

65 歳以上 200,000 円 

64 歳以上 65 歳未満  220,000 円 

63 歳以上 64 歳未満  240,000 円 

62 歳以上 63 歳未満  260,000 円 

61 歳以上 62 歳未満  280,000 円 

60 歳以上 61 歳未満 300,000 円 

59 歳以上 60 歳未満 320,000 円 

58 歳以上 59 歳未満 340,000 円 

57 歳以上 58 歳未満 360,000 円 

56 歳以上 57 歳未満 380,000 円 

55 歳以上 56 歳未満 400,000 円 

54 歳以上 55 歳未満 420,000 円 

53 歳以上 54 歳未満 440,000 円 

52 歳以上 53 歳未満 460,000 円 

51 歳以上 52 歳未満 480,000 円 
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手続きフロー 

●年度末退職の場合の手続きフロー 

 

よくある質問 

Ｑ１．申請書の提出は FAX でも構いませんか？ 

Ａ１．原本が必要です。郵送または互助組合事務局へご持参ください。 

Ｑ２．申請書は退職日より前に提出してもいいですか？ 

Ａ２．退職することが決定していれば，退職日以前でも提出できます。提出後に内容の変更が

あった場合は事務局へご連絡ください。 

Ｑ３．退職後も公立学校で教職員として勤務予定ですが，書類の提出が必要ですか？ 

Ａ３．書類の提出が必要です。 
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「退教互」の給付事業について 

医療補助金 

退教互組合員が健康保険法の定めにより疾病又は負傷により治療を受けたとき，給付しま

す。 

対象者 

退教互組合員（本人のみ） 

給付額 

保険対象医療費の月毎，病院毎（医科，歯科，入院，外来別），調剤薬局毎（処方箋発行元

毎）の自己負担額から 1,000 円を控除した金額の 60％（100 円未満切捨て） 

※ 控除額，給付割合は財政状況等により変更となる場合があります。 

請求方法 

「医療補助金請求書」（退様式第２号）に「医療機関領収内訳書」（退様式第４号）又は医療機

関が発行する領収書の写しを添えて，互助組合へ提出 

※ 退職後も，現職時の職員番号と同じ番号が付された公立学校共済組合証を使用する場

合は自動給付です。 

留意事項 

1. 医療補助金は，公的機関（国，県及び市町村），健康保険組合から助成がある場合

は，保険負担額から助成額を差し引き，給付額を計算します。 

2. 身体障害者１・２級と認定された場合，市町村から医療費の助成が受けられるため，医

療補助金の給付は発生しません。 

3. 高額療養費について，７０歳未満所得区分「ア・イ・ウ」を「エ」，７０歳以上所得区分「現

役並所得」を「一般」とみなし，自己負担限度額を適用します。 

※ 高額療養費制度とは，前年度の所得により区分が設定され，所得区分毎に定められたひ

とつきの自己負担限度額を超えて，医療費窓口負担額を支払った場合に，保険者から還付が

受けられる制度です。所得区分や計算方法等は保険者へお尋ねください。 
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退教互の医療補助金給付事業は，入院，手術の保障だけでなく，病院・歯科医院への通院，

保険診療の整骨院への通院も補助の対象となります。医療機関毎の計算にはなりますが，同

一月内複数回通院されて保険負担額が 1,170 円以上になれば給付が発生します。 

入院を前提としての通院保障を行っている生命保険会社もあるようですが，外来の通院にも

補助が出る医療補助金給付事業は，多くの退教互組合員に喜ばれております。 

下記のとおり「太郎さん（所得区分「ウ」）のある月の受診状況と給付例」を掲載しておりますの

で，どの程度医療費負担が軽減されるかを参考にしてください。 
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障害見舞金 

退教互組合員が「退教互」在会中に身体障害者１・２級の認定を受け，医療補助金が受けら

れないこととなったとき，給付します。 

対象者 

退教互組合員（本人のみ） 

給付額 

加入期間 金額 

加入後 1 年以内の者 150,000 円 

加入後 2 年以内の者 100,000 円 

加入後 3 年以内の者 50,000 円 

加入後 3 年を超えた者 20,000 円 

請求方法 

「見舞金請求書」（退様式第５号）に身体障害者手帳の写しを添えて互助組合へ提出 

留意事項 

現職中に身体障害者１・２級の認定を受けている場合は，給付されません。 
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死亡弔慰金 

退教互組合員が「退教互」在会中に死亡したとき，遺族に給付します。 

対象者 

退教互組合員（本人のみ） 

給付額 

加入期間 金額 

加入後 1 年以内の者 150,000 円 

加入後 2 年以内の者 100,000 円 

加入後 3 年以内の者 50,000 円 

加入後 3 年を超えた者 30,000 円 

請求方法 

「弔慰金請求書」（退様式第６号）に死亡を証明する書類を添えて互助組合へ提出 

留意事項 

遺族の順位は原則として組合員であった者の配偶者，子，孫，父母，祖父母，兄弟姉妹，葬

儀費用を負担した者の順とします。（運営規則第 20 条第 2 項） 
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保養施設利用補助金 

互助組合が指定する保養施設（指定保養施設，山の家・海の家，湯治施設）を利用したとき，

給付します。 

対象者 

退教互組合員及び配偶者 

（配偶者は登録されている方で，扶養を要件としません。） 

給付額 

 指定保養施設・湯治施設   1 泊につき 1,500 円  

 山の家・海の家         1 泊につき 4,000 円 

留意事項 

1. 指定保養施設は年間本人 15 泊，配偶者 15 泊まで 

2. 湯治施設は月内本人７泊，配偶者７泊まで 

3. 山の家・海の家は夏季休業期間中（7/21～8/31）に利用でき，本人２泊，配偶者２泊ま

で 

4. 夫婦共，退教互組合員の場合は，それぞれが退教互組合員とその配偶者として申請

可能 

給付金額等の状況（過去２年間） 

年度 

医療補助金 保養施設利用補助金 

給付総額 
受給 

者数 

平均 

給付額 

最高 

給付額 

５万円 

以上受給 

指定保養 

施設 

山の家 

海の家 

2021(R3) 115,954,300 円 3,126 人 37,000 円 1,300,500 円 723 人 1,031 件 381 件 

2022(R4) 120,024,700 円 3,246 人 36,900 円 572,000 円 725 人 1,385 件 578 件 

その他 

退職教職員互助制度に加入いただくことにより継続してご利用可能です。 

 駐車場・会議室 

 会員証割引事業 

 LINE 公式アカウント 

詳しくはホームページでご確認ください 


